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　旧広見町合併40周年を記念して平成₆年か
ら始まり、合併後も鬼北町の一大イベントとし
て開催しています。「でちこんか」とは、鬼北
町の方言で「出てきませんか」という意味。
　毎年10月に開催され、前夜祭では特設ステー
ジにおいて、鬼北町の太鼓集団「魁」をはじ
めとする県内外の太鼓集団が熱い邦楽ライブ
を展開します。また、当日には、歌やダンスな
どの多彩なパフォーマンスが披露される他、町
内外の約90のお店が軒を連ねる「びっくり市」
や川魚のつかみどりなどを実施。鬼北町の特産
「きじ」を使ったジャンボきじ鍋の無料提供は、
毎年長蛇の列ができるほどの人気ぶりです。

鬼北町﹁でちこんか﹂
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
4
月
25
日
伊
方
町

役
場
で
「
平
成
25
年
度
第
1
回
全
員
連
絡

会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
8
町
長
と
稲
田
内
子

町
副
町
長
が
出
席
し
、
次
項
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

合
併
特
例
終
了
後
の
交
付
税
の
算

定
方
法
に
つ
い
て

　
　
　

今
村
県
市
町
振
興
課
主
幹
か
ら

　
　
　

合
併
特
例
終
了
後
の
交
付
税
の
算

定
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑵　

愛
媛
県
民
球
団
（
愛
媛
マ
ン
ダ
リ

ン
パ
イ
レ
ー
ツ
）「
顧
問
就
任
」
の
お

願
い
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
か
ら
、
県
民
球
団
と
し
て
地

域
の
活
性
化
や
イ
ベ
ン
ト
に
貢
献
し

た
い
と
し
て
、県
内
20
市
町
長
が「
顧

問
」
に
就
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
依

頼
が
あ
っ
た
旨
の
説
明
が
あ
り
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑶　

平
成
25
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
高
知
県
で
開
催
さ

れ
る
同
大
会
の
開
催
方
法
や
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し

た
。

　

⑷　

平
成
25
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

費
の
負
担
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
負
担
金

総
額
は
2
8
0
千
円
で
あ
り
、
負
担

方
法
は
24
年
度
と
同
様
。

　
　
　

後
日
、
県
人
事
委
員
会
か
ら
依
頼

文
が
各
町
へ
直
接
、
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
適
宜
、
対
応
願
い

た
い
と
す
る
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
し
た
。

　

⑸　

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
4

の
開
催
及
び
助
成
金
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
明
年
1
月
11
日
～

12
日
に
開
催
さ
れ
る
町
イ
チ
！
村
イ

チ
！
の
実
施
要
領
等
に
つ
い
て
説
明

 

伊
方
町
で
開
催

第
１
回
全
員
連
絡
会  

町
内
視
察
も
実
施
　

　

平
成
25
年
度
春
季
副
町
長
会
が
、
4
月

19
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
「
県
自
治
会
館

で
」
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
県
下

8
町
の
副
町
長
と
松
野
町
総
務
課
長
。

　

会
議
は
ま
ず
、
栗
田
代
表
幹
事
（
松
前

町
副
町
長
）
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
全

員
が
自
己
紹
介
。

　

次
い
で
、
協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り

協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

各
町
か
ら
の
提
出
問
題
に
つ
い
て

　

①　

時
間
外
勤
務
手
当
の
予
算
管
理
に

つ
い
て
（
上
島
町
）

　

②　

地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
に
つ
い

て
（
内
子
町
）

　

③　

地
方
公
務
員
の
再
任
用
制
度
の
実

施
に
つ
い
て
（
内
子
町
）

　

④　

地
方
交
付
税
と
給
与
削
減
の
取
扱

に
つ
い
て
（
鬼
北
町
）

　

⑤　

55
歳
昇
給
停
止
に
つ
い
て
（
鬼
北

町
）

　

前
記
5
題
に
つ
い
て
、
各
町
間
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

⑵　

協　

議

　

①　

愛
媛
県
町
村
会

　

◦
本
会
組
織
に
つ
い
て

　

◦
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い

て

　

◦
町
会
報
え
ひ
め
に
つ
い
て

　

◦
平
成
25
年
度
町
（
市
）
職
員
研
修
会

に
つ
い
て

　

◦
各
町
に
お
け
る
伝
統
行
事
に
つ
い
て

　

②　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合

　

◦
各
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

③　
（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　

◦
各
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

⑶　

次
期
開
催
地
に
つ
い
て

　
　

次
回
は
愛
南
町
で
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

が
あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

　

⑹　

本
会
臨
時
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
任
期
満
了
に
伴
う

本
会
役
員
選
挙
の
た
め
の
臨
時
総
会

を
6
月
3
日
に
開
催
す
る
旨
の
説
明

が
あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

　

⑺　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
正
副

会
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、協
議
終
了
後
、地
域
密
着
型
介
護

保
険
施
設
「
三
崎
つ
わ
ぶ
き
荘
」
を
視
察

し
た
。春

季
副
町
長
会
を
開
催
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日
本
最
後
の
清
流
と
呼
ば
れ
、
訪
れ
る

観
光
客
を
魅
了
し
続
け
る
四
万
十
川
。
山

深
い
四
国
の
西
南
地
域
を
悠
々
と
蛇
行
し

て
流
れ
な
が
ら
、
大
地
を
潤
し
、
生
命
を

育
み
、
文
化
を
運
び
、
流
域
に
さ
ま
ざ
ま

な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
滔
々
た
る
大
河
の
源
流
域
の
ひ
と

つ
に
、
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
滑
床
渓
谷
」
が
あ
り
ま
す
。

松
野
町
と
宇
和
島
市
に
跨
る
延
長
12
キ
ロ

に
及
ぶ
こ
の
渓
谷
は
、
滝
や
渕
、
巨
岩
や

急
瀬
が
次
々
と
現
れ
、
四
季
折
々
に
景
観

や
色
彩
を
変
え
な
が
ら
、
私
た
ち
に
感
動

と
癒
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
雪
輪
の
滝
は
、
岩
肌
を
滑

り
落
ち
る
水
紋
が
淡
雪
の
よ
う
な
輪
を
描

き
、
そ
の
幻
想
的
な
美
し
さ
か
ら
日
本
の

滝
百
選
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
野

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
森
の
国
」
は
、

こ
の
滑
床
渓
谷
の
豊
か
な
自
然
を
背
景
に

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
滑
床
渓
谷
に
、
最
近
に
な
っ
て
新

し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
続
々
と
誕

生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
キ
ャ

ニ
オ
ニ
ン
グ
」。
滝
を
滑
っ
た
り
、
淵
に
飛

び
込
ん
だ
り
、
岩
を
よ
じ
登
っ
た
り
、
ま

さ
に
五
感
す
べ

て
で
大
自
然
を

体
験
で
き
る
ス

リ
ル
満
点
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
滑
床
渓
谷
の
岩
肌
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
「
滑
ら
か
な
床
」
の
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
雪
輪
の
滝
で
は
日
本

最
大
級
の
天
然
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
経
験
で
き

ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
導
入
さ
れ
た

き
っ
か
け
は
、
昨
年
、
高
速
道
路
宇
和
島

延
伸
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
え
ひ
め

南
予
い
や
し
博
2
0
1
2
」
の
自
主
企
画

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
昨

シ
ー
ズ
ン
は
予
想
を
大
幅
に
上
回
る

1
5
0
0
人
の
皆
さ
ま
に
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、地
元
の
有
志
に
よ
っ

て
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

会
社
も
設
立
さ
れ
、
新
た
な
雇
用
を
生
む

な
ど
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
現
れ
て
い
ま

す
。

　

冬
場
で
も
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、「
ツ
リ
ー
イ
ン

グ
」
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
安

全
な
木
登
り
で
、
10
ｍ
を
超
え
る
高
さ
の

枝
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
渓
谷
の
景
色
を
俯
瞰

す
る
と
、
ま
る
で
鳥
に
な
っ
た
気
分
で

す
。
足
の
力
を
使
っ
て
登
る
の
で
、
コ
ツ

さ
え
つ
か
め
ば
腕
力
に
自
信
の
な
い
女
性

や
小
学
生
で
も
ス
イ
ス
イ
登
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
渓
谷

や
周
辺
山
岳
部
の
有
名
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
」
や
「
シ
ャ
ワ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
な
ど
、
滑
床
渓
谷
を
舞
台

に
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
次
々
と
開
発
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

す
べ
て
の
お
客
様
に
、
四
季
を
通
じ
て
、

あ
る
い
は
体
力
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

最
後
に
も
う
ひ
と
つ
、
お
勧
め
の
ス

ポ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
松
野
町
に
は
、

滑
床
渓
谷
を
源
と
す
る
目
黒
川
と
、
天
然

う
な
ぎ
が
評
判
の
広
見
川
が
あ
り
、
ど
ち

ら
も
お
隣
の
四
万
十
市
西
土
佐
地
区
で
四

万
十
川
に
合
流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ふ
た

つ
の
川
に
沿
っ
た
道
が
、
美
し
い
自
然
景

観
に
恵
ま
れ
て
い
て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
少

な
く
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
最
適
で
す
。
伊

予
と
土
佐
を
結
ぶ
国
境
の
街
道
を
、
長
閑

な
田
園
や
緑
滴

る
山
々
の
風
景

を
愛
で
な
が

ら
、
川
風
を
受

け
て
の
ん
び
り

と
ペ
ダ
ル
を
こ

ぐ
と
、
日
々
の

喧
騒
を
す
っ
か

り
忘
れ
て
心
身

と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
。
私
も
、

自
転
車
を
買
い

ま
し
た
！

﹁
滑
床
渓
谷
の
新
し
い
魅
力
﹂

 

松
野
町
長　

阪
　
本
　
壽
　
明
　

随想随想随想
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●
詳
し
く
は
、

　

愛
南
町
役
場
商
工
観
光
課

　

☎
０
８
９
５
︱
７
２
︱
７
３
１
５

◉「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
3
」
開
催
！

愛
南
町

　
「
び
や
び
や
」
と
は
、地
元
の
浜
言
葉
で

「
新
鮮
と
れ
た
て
」
を
意
味
し
ま
す
。「
愛

南
び
や
び
や
祭
り
」
は
、「
食
材
の
宝
庫 

愛
南
町
」
の
旬
の
特
産
品
や
グ
ル
メ
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

毎
年
5
月
第
4
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

四
国
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
愛
南
町
の
新

鮮
な
カ
ツ
オ
を
特
価
で
購
入
で
き
る
ほ
か
、

カ
ツ
オ
や
鯛
な
ど
を
使
っ
た
様
々
な
郷
土

料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
本
町
自
慢
の
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
（
品
種
名 

河
内
晩
柑
）
や
新
鮮

野
菜
な
ど
、
愛
南
町
自
慢
の
特
産
品
を
多

数
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
「
ぎ
ょ
シ
ョ
ッ
ク
」
な
ど
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
一
日

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
／
平
成
25
年
5
月
26
日
㈰　

午
前
9
時
₃₀
分
～
午
後
3
時

◦
会
場
／
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
︵
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
横
︶

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

久
万
高
原
町

　

三
坂
道
路
開
通
記
念
な
ら
び
に
美
術
評

論
家
・
洲
之
内
徹
生
誕
1
0
0
年
記
念
展

と
し
て
、
特
集
展
示
「
山
水
の
理
路
―
古

茂
田
公
雄
が
描
く
久
万
高
原
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

古
茂
田
公
雄
（
1
9
1
9
-8
6
）
は
、

名
勝
「
面
河
渓
」
を
描
い
た
作
品
で
知
ら

れ
る
洋
画
家
で
す
。
戦
前
は
東
京
で
美
術

を
学
び
、
主
要
な
展
覧
会
で
若
く
し
て
入

選
す
る
な
ど
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
画
家

◉
久
万
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅰ

　
三
坂
道
路
開
通
1
周
年
記
念・洲
之
内
徹
生
誕
1
0
0
年
記
念
企
画
第
1
弾

　
「
山
水
の
理
路
―
古
茂
田
公
雄
が
描
い
た
久
万
高
原
」

 
︻
会
期
︼ 

4
月
6
日
㈯
～
6
月
₂₃
日
㈰　

◦開館時間　9時30分～17時
　　　　　  （入館は16時30分まで）
◦休 館 日　月曜日、祝日の翌日
◦観 覧 料　一　般　500（400）円
　　　　　　高大生　400（320）円
　　　　　　小中生　300（240）円
　　　　　※（ ）内は20名以上の団体料金
［問］ 町立久万美術館
　　 ☎0892（21）2881
　　 http://www.kumakogen.jp/culture/muse/

で
し
た
が
、
終
戦
後
は
家
督
を
継
ぐ
た
め

松
山
に
戻
り
ま
す
。
以
後
美
術
団
体
に
は

属
さ
ず
、
無
所
属
と
し
て
制
作
を
続
け
ま

す
。
帰
郷
後
、
深
い
想
い
を
抱
い
た
の
が

郷
里
の
美
し
い
自
然
、
と
り
わ
け
重
要
な

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
の
が
面
河
渓
や
久
万

川
で
し
た
。

　

古
茂
田
の
風
景
画
は
、
私
た
ち
に
風
景

を
見
る
喜
び
と
と
も
に
、
自
然
と
営
み
を

共
に
す
る
こ
と
の
意
味
を
問
い
か
け
て
も

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「面河渓」　
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川
瀬
歌
舞
伎

●
場
所
／
演
技
で
き
る
施
設
の
あ
る
場
所
等

　
　
　
　
　
　（
久
万
高
原
町
直
瀬
地
区
で
活
動
）

●
実
施
時
期
／
不
定
期
で
公
演
。依
頼
等
に
よ
り
上
演
す
る
こ
と
も
あ
る
。

燈
籠
ま
つ
り

●
場
所
／
小
田
中
央
商
店
街

●
実
施
時
期
／
7
月
₂₇
日
㈯

久万高原町

内 子 町

【
概
　
要
】

　
川
瀬
歌
舞
伎
は
、
現
在
、
県
内
で
唯
一
残
る
農
村
歌
舞
伎
で
あ
り
、
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
期
ご
ろ
か
ら
農
閑
期
の
娯
楽
と
し
て
始
ま
り
、昭
和
36
年
、「
川
瀬
歌
舞
伎
保

存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
、
20
歳
代
〜
80
歳
代
に
至
る
老
若
男
女
16
人
が
在
籍
し
、
主
に
三

つ
の
演
題
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　
公
演
は
、
地
元
公
民
館
ま
つ
り
、
町
文
化
協
会
発
表
会
ほ
か
町
外
に
お
い
て
も
依

頼
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
定
期
で
あ
り
、
未
定
で
す
。

【
概
　
要
】

　
平
家
の
落
人
伝
説
に
ち
な
む
先
祖
供
養

の
夏
祭
り
。
登
貴
姫
を
載
せ
た
牛
車
、
ロ

グ
風
の
山
車
、
絵
灯
籠
、
稚
児
行
列
、
太

鼓
台
、
踊
り
連
な
ど
が
商
店
街
を
練
り
歩

き
ま
す
。
小
田
川

に
千
個
を
超
す
燈

籠
を
流
し
、
清
盛

寺
住
職
に
よ
る
供

養
の
読
経
が
流
れ

ま
す
。

町
の
伝
統
行
事
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平
成
25
年
度
町
議
会
事
務
局
長
会
議
が
、

4
月
22
日
午
後
2
時
30
分
か
ら
「
県
自
治

会
館
で
」
で
開
催
さ
れ
、
町
議
会
事
務
局

長
及
び
事
務
局
職
員
11
名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
会
事
務
局
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
後
に
全
員
が
自
己
紹
介
。

　

次
い
で
、
協
議
に
入
り
、
次
の
と
お
り

協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

平
成
25
年
度
事
業
に
つ
い
て

　

①　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

◦
本
会
組
織
に
つ
い
て

　

◦
本
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て

　

◦
町
会
報
え
ひ
め
に
つ
い
て

　

◦
本
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て

　

◦
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

◦
町
会
報
え
ひ
め
に
つ
い
て

　

◦
そ
の
他　

議
員
必
携
、
全
国
町
村
議

会
議
員
団
体
保
障
制
度

　

②　

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

　

◦
本
年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て

　

◦
実
態
調
査
に
つ
い
て

　

◦
そ
の
他　

監
査
必
携

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

⑵　
「
市
町
村
議
会
事
務
局
職
員
研
修
」

（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）へ
の
参
加
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
新
規
事
業

で
あ
る
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
に

つ
い
て
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

コ
ー
ス
を
選
定
し
た
い
と
す
る
説
明
が

あ
り
、
一
同
、
了
承
し
た
。

⑶　
「
地
方
議
会
の
仕
組
み
と
初
議
会
の

運
営
に
つ
い
て
」

　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
っ
た
。

町
議
会
事
務
局
長
会
議
を
開
催

は
な
と
り
お
ど
り

●
場
所
／
南
宇
和
郡
愛
南
町
増
田
2
6
4
8
番
地
（
安
養
寺
）

●
実
施
時
期
／
旧
暦
7
月
₁₁
日

愛 南 町 【
概
　
要
】

　
南
予
の
一
部
と
土
佐
一
円
に
み
ら
れ
る
花
取
り
踊
り
は
、
修
験
道
の
山
伏
芸
能
の

ひ
と
つ
で
、
鉦
を
叩
く
行
為
や
歌
詞
か
ら
念
仏
踊
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
こ
の
増
田
地
区
の
は
な
と
り
お
ど
り
は
、
昭
和
40
年
4
月
2
日
に
愛
媛
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
芸
能
で
、
一
本
松
町
史
に
よ
る
と
、
起
源
は
元
亀
天
正
年
間

に
ま
で
遡
り
約
4
4
0
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
踊
り
に
は
3
つ
の
目
的
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
第
一
は
、
増
田
安
養
寺
に
祀
ら

れ
る
「
高
山
尊
神
」
の
供
養
、
第
二
は
、
ち
よ
ぼ
し
弥
三
郎
兄
弟
の
供
養
、
第
三
は
、

地
域
内
の
安
全
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
演
中
の
斎
払
い
（
さ
い
は
ら
い
）
は
、
本
山

派
〈
天
台
系
〉
と
当
山
派
〈
真
言
系
〉
の
争
い
を
表
し
、
青
竹
の
打
ち
合
い
は
、
土

佐
の
神
事
「
棒
打
ち
」
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。

　
踊
り
に
用
い
ら
れ
る
刀
は
破
邪
の
剣
、
平
常
嫌
う
逆
さ
鎌
は
破
魔
除
災
を
表
し
て

い
る
。

　
旧
暦
の
7
月
11
日
安
養
寺
境
内
で
、
麻
の
藍
染
の
着
流
し
に
た
す
き
を
掛
け
、
八

十
八
部
の
帽
子
様
の
鉢
巻
で
踊
る
。
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔平成25年 4 月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事　務　局　長 渡　部　明　忠 総括、議長会事務局長、振興協会常務理事、振興協会事務局長
総合事務組合事務局長

次　　　　　長 柏　原　　　準 事務局長補佐、総合事務組合次長、議長会次長

総　務　課	 課　　長 向　井　政　明 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議長会）に関す
ること。

◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム所在・発電関係）、
過疎自立促進、人権協会、監査協関係に関すること。（会計を除く）

◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、物資斡旋、軽自動車税申告書の取扱、ホー
ムページ管理に関すること。

◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受託事業（公
有・生協自動車事故処理関係含む）に関すること。

◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

　	 　（兼）	課長補佐 清　川　　　敦

	 　　　　課長補佐 岩　田　美　保

	 　　　　課長補佐 久　保　真　澄

	 　　　書　　記 丹　下　浩　明

会　計　課	（兼）	課　　長
会計管理者

振興協会出納役
向　井　政　明

◦会計全般、給料関係に関すること。
◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。	 　　　　課長補佐 重　松　美智子

	 　　　　課長補佐 田　窪　浩　司

事　業　課	 課　　長 清　川　　　敦

◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）
◦文書発送会計に関すること。

　	 　（兼）	課長補佐 田　窪　浩　司

	 　　　主　　任 中　井　貴　志

	 主　　査 原　田　祐　子

	 　　　書　　記 新　岡　拓　也

お知らせお知らせ 市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

仙波 中原
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 主任 係長 主任 係長 主任 係長

主任 直946-0179

主任 主事
大澤 篠藤 古川 渡部 白石 増本

中田

山﨑 門田
（3187）（3186） （3173）（3172） （3170）（3168）

（3194）

（3182）（3181） 臨時 主事 主事 主事

主任

主任 主事
野本
（麻）

臨時

津野

臨時

和田

臨時

野本
（か）

（教）

（浩）
大岩 鎌倉 中田

烏谷

角藤 石川
（3188） （3174）（3169）

（3178）

（3184）（3191） 主任 主事

主事

主任
西平 片平

山内

山本
（3177）（3185）

（3176）

（2891）
（3183）

FAX 912-2209 コピー機

課　長
進（しん）

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

今　村
912-2212

係　長

（行政係）
中　井

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

宇佐美
（3166）

912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所
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高
齢
者
の
活
用

　

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
・
冒
険
家
の
三
浦
雄

一
郎
氏
80
歳
は
、
こ
の
ほ
ど
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
で
な
く
登
頂
に
向
け
て
出
発
し
た
。

70
歳
・
75
歳
時
、
既
に
登
頂
を
成
功
さ
せ
て

お
り
、
デ
ス
ゾ
ー
ン
へ
挑
む
『
他
人
の
や

ら
な
い
事
を
や
る
』。
こ
の
力
強
さ
と
気
合

は
、
こ
の
4
月
新
し
く
就
職
し
た
者
、
新

入
学
生
を
は
じ
め
現
今
社
会
の
中
で
軟
弱

性
を
指
摘
さ
れ
る
人
へ
の
啓
発
と
な
ろ
う
。

今
年
1
月
の
不
整
脈
か
ら
心
臓
手
術
を
過

去
と
し
た
三
浦
氏
の
周
到
な
意
気
込
み
に

無
事
成
功
を
祈
る
。

　

さ
て
、
後
30
年
ほ
ど
で
65
歳
以
上
の

人
口
割
合
は
全
都
道
府
県
で
3
割
を
超
す

（
厚
生
労
働
省
：
人
口
問
題
研
究
所
）
推
計

が
先
ご
ろ
公
表
さ
れ
た
。
人
口
は
約
2
千

万
人
減
る
。

　

三
浦
氏
の
よ
う
な
老
人
パ
ワ
ー
を
全
高

齢
者
に
求
め
、
他
の
年
齢
層
に
認
め
さ
せ

る
の
は
無
理
が
あ
る
が
。
今
日
“
高
齢
者
”

は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
付
き
ま
と
い
、
ま
る

で
悪
者
扱
い
の
よ
う
に
常
に
見
聞
き
さ
れ

る
事
は
、
短
絡
過
ぎ
の
よ
う
な
気
も
す
る
。

高
齢
者
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
、
一
考
が
あ
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
孫
へ
の
贈
与
な

ど
消
極
的
な
策
で
は
…
。

　

今
は
、長
く
低
迷
、暗
く
落
ち
込
ん
で
い

た
“
景
気
”
回
復
の
風
、
勢
い
を
止
め
て

は
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
気
分
回
復
維
持

が
大
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
過
日
の
バ
ブ
ル

学
習
済
み
の
高
齢
者
を
今
こ
そ
利
用
す
べ

き
で
も
あ
る
。
体
力
は
い
さ
さ
か
限
界
が

あ
っ
て
軽
力
で
あ
ろ
う
が
、
財
力
、
知
力
、

気
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
絶
大
な
高
齢
者
を

活
用
せ
ね
ば
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
あ
る
。
生
産
性
を
上
げ
る

職
種
で
は
、
高
齢
技
術
者
と
産
業
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
合
わ
せ
る
。
女
性
社
会
進
出
に

も
、
裏
方
で
シ
ル
バ
ー
の
経
験
を
活
用
し

た
環
境
整
備
を
す
る
。

　

た
だ
自
然
の
摂
理
に
反
し
な
い
範
疇
で

高
齢
者
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
危

惧
す
る
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
軽
減
へ
繋

が
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
を
恐
れ
る
事
は
な
い
。

先
の
ｉ
ｐ
Ｓ
細
胞
の
誕
生
に
よ
り
、
そ
の

超
進
化
の
先
に
は
医
療
再
生
技
術
か
ら
不

老
不
死
も
ど
き
の
入
り
口
が
見
え
隠
れ
す

る
…
。
さ
ら
に
生
活
環
境
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
衣
替
え
す
れ
ば
よ
い
。
既
に
町
の
イ
ン

フ
ラ
を
集
約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が

出
現
し
つ
つ
あ
る
。

　

面
積
の
割
り
に
人
口
の
多
い
日
本
。
従

来
の
よ
う
な
む
や
み
に
駄
々
広
く
各
施
設

を
重
複
設
置
す
る
で
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
効
率
よ
く
ま
と
め
、
無
駄
を
排
除
、
最
先

端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
管
理
可
能
な
分
野
は
、

医
療
や
国
家
防
衛
も
含
め
徹
底
す
る
。
さ

す
れ
ば
少
子
高
齢
化
社
会
に
委
縮
す
る
こ

と
も
な
い
。

　

今
は
ま
ず
、
経
済
成
長
期
に
竣
工
し
た

高
速
道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
上
水
道
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
限
り

な
い
代
替
、
莫
大
な
修
復
財
源
が
必
要
と

の
こ
と
。
そ
の
取
捨
選
択
を
自
己
保
身
や

損
得
が
不
必
要
な
経
験
者
（
高
齢
者
）
に
任

せ
て
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
征
服
せ
ん
が
た
め
に
屈
す
る
」

　
　
　
（
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー

�

　

英
国
の
詩
人
）

一

筆

4
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
次
期
会

長
選
挙
に
伴
う
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
要

請
、
舞
た
う
ん
編
集
会
議

▽
9
日
＝
町
村
議
会
の
制
度
・
運
営
に
関

す
る
検
討
委
員
会
幹
事
会

▽
10
日
＝
第
1
回
会
館
管
理
組
合
事
務
打

合
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
11
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
及
び
事
務
局
長
研
修
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

設
立
総
会
、
第
17
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県
準
備
委
員
会
設
立

総
会
及
び
第
1
回
総
会

▽
15
日
＝
平
成
25
年
度
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
事
務
説
明
会
、（
公
財
）愛

媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
評
議
員
会

▽
16
日
＝（
一
財
）町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
連
合
会
職
員
研
究
会
、
町
村
議
会
議

員
共
済
会
事
業
説
明
会
、
全
国
町
村
議

員
会
館
事
業
説
明
会
、
全
国
町
村
議
会

議
員
互
助
会
事
業
説
明
会
、
平
成
25
年

度
愛
媛
県
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協

議
会
総
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
議
長
会
第
36
回
都
道

府
県
職
員
研
究
会
、
愛
媛
県
租
税
教
育

推
進
協
議
会
幹
事
会

▽
18
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
振
興
基

本
計
画
部
会
（
第
26
回
）、春
の
園
遊
会

▽
19
日
＝
平
成
25
年
度
春
季
副
町
長
会

▽
22
日
＝
平
成
25
年
度
町
議
会
事
務
局
長

会
議

▽
24
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
・
財
政
委
員
会
合
同
会
議
、
全

国
町
村
会
政
務
調
査
会
、
同
正
副
会
長

会
、
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
理

事
会
、「
第
30
回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
」
顕

編
集
後
記

　

根
が
小
っ
ち
ゃ
い
の
で
、
細
か
い
こ
と

が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
「
目
線
」
と
い
う
言
い
方
に
出
会
う

と
、
な
ぜ
「
視
線
」
と
言
わ
な
い
の
か
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
に

「
す
ご
い
」
はgreat

の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
も
、
漢
字
で
は
「
凄
い
」
と

書
き
、
そ
う
な
る
と
「
凄
惨
」
の
凄
で
す

か
ら
使
い
方
が
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
り
し
ま
す
。
念
の
た
め
に
断
り
ま

す
が
、
僕
は
言
葉
狩
り
は
大
嫌
い
な
ん
で

す
よ
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
毎
回
、
筆
に
難

渋
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
発
刊
に
こ
ぎ
つ

け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
皆
さ
ん
、
今

年
度
も
ヘ
ル
プ
ミ
ー
。◇

　

春
に
な
る
と
旅
行
に
行
き
た
く
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
の
瀬
戸
内
の
海
は
実
に
穏

や
か
で
美
し
く
、
多
島
美
の
景
観
と
と
も

に
、
ひ
と
し
お
風
情
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
樹
々
の
緑
が
鮮
や
か
に
萌
え
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　

よ
～
し
、
今
度
の
休
み
は
チ
ュ
ー
ハ
イ

片
手
に
各
地
を
訪
ね
て
み
る
と
す
る
か
。

肴
は
も
ち
ろ
ん
各
地
で
調
達
。

　

酒
な
く
て　

な
ん
の
己
が　

桜
か
な

彰
式

▽
25
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
愛
媛
県
町
村
会

平
成
25
年
度
第
1
回
全
員
連
絡
会

▽
26
日
＝
食
糧
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
品
産
業
部
会
第
4
回
食
品
リ
サ
イ

ク
ル
小
委
員
会
、
中
央
環
境
審
議
会
循

環
型
社
会
部
会
第
2
回
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
専
門
委
員
会
第
2
回
合
同
会
議
、
愛

媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
53
回
定
期
大

会


